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00:00

00:01
（１）

青空

T 

音色

～日本の夏を彩る伝統の技～


ＮＡ    音・色。

        日本の夏を彩る伝統の技
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00:09

00:11


（２）

風鈴、風に揺れる

T 風鈴


ＮＡ
蒸し暑い夏。



00:15


（３）

風鈴下よりPAN


        心地好い音色で涼を運んできてくれる風鈴。


しかし300年の歴史を持つ「江戸風鈴」を作る工房が


残り後１軒になってしまっているのです。
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00:21


（４）

河原→住宅ＰＡＮ

T 東京都江戸川区


ＮＡ
東京、江戸川区。


江戸川の川伝いに広がる住宅街の中に、
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00:27


（５）

篠原風鈴本舗 入り口

T 江戸風鈴

  篠原風鈴本舗



その１件はありました。


篠原風鈴本舗、



00:30
（６）

篠原風鈴本舗のれんより
        ここが江戸風鈴を最後まで



00:33


（７）

工房の中 篠原氏KＳ



守り続けている工房です。




00:34


（７）

釜より



最後の１軒を守るのは、
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00:37


（８）

篠原氏KＳ 宙吹き
T 江戸風鈴職人（5代目）
   篠原儀治さん（７６歳）



江戸風鈴職人、篠原儀治さん。


昔ながらの宙吹き作りで風鈴を作ります。



00:43
（９）

風鈴のより→ひき


ＮＡ
江戸風鈴とはその名の通り、


江戸末期から大正時代に広く一般に親しまれた風鈴で、
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00:51


（１０）

江戸風鈴３S

T 江戸風鈴は赤い風鈴が

  主流


        当時は透明な風鈴ではなく、


赤い風鈴が主だったそうです。



00:55

00:57


（１１）

江戸風鈴より 

江戸風鈴 左→右PAN


ＮＡ
どうして赤いものが多かったのでしょう？



01:02


（１２）

篠原氏BS
篠原     その涼感を呼ぶようなあれになってしまうわけです。
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01:09
（１３）

江戸風鈴

T 文化文政（1850年）

  の頃の江戸風鈴


         以前は魔除けの鈴だったわけです。

01:13
（１４）

江戸風鈴 下からPAN
         当時はあの、うーん日本国産の絵の具というのは、



01:18
（１５）

篠原氏 BS
         ものすごく絵の具が高かった訳です。

         そうすると赤という絵の具に憧れてる江戸市民が




01:27
（１６）

江戸風鈴より→引き


         この赤い絵の具で

         そっくりうーん塗った風鈴を

         自分の家に吊るしておくということは



01:35
（１７）

篠原氏 BS


         他の人に誇りを持てるわけですね。
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01:39
（１８）

江戸風鈴 下からPAN

T 魔除けと願掛けが

  風鈴の役割だった


ＮＡ
江戸庶民のステータスでもあった赤い風鈴。


描かれている絵柄にも粋な意味がありました。

01:45
（１９）

篠原氏 BS


篠原    船を描いて宝船と、

01:46
（２０）

風鈴より 船の絵柄→

裏に返すと松の絵柄
        それから裏に松を描いて「宝船を待つ」と

         そういう風な縁起をたてて
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01:49
（２１）

T  「宝船を待つ（松）」


01:52
（２２）

篠原氏 BS
         絵文字ですね。

         仕立ててですね、そういう風な絵文字を

         赤い絵の具の風鈴というのが大変流行るんです。
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02:01
（２３）

風鈴より カブの絵柄→

裏に返すと小判の絵柄

T 「カブ」と「小判」

   ＝｢博打で一儲け」


ＮＡ
他にも、


蕪と小判を描いて「博打で一儲け」。
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02:06


（２４）

風鈴より うちわの絵柄→

裏に返すと寿の文字

T 「左うちわ」と「寿」

   ＝｢商売繁盛」



左団扇と寿で「商売繁盛」。


魔除けと願懸けを兼ねていたのが風鈴だったのです。
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02:12
（２５）

江戸風鈴３S→黒ZO･FO

T 太平洋戦争後、事態は急変
        ところが太平洋戦争後、


江戸風鈴の歴史が急変します。



02:19
（２６）

篠原氏BS
篠原    １９４５年、昭和２０年までそういう傾倒で来たわけですよ。

        今度はあの、一変に日本の国が変わりますね。

        変わりますとお客さん達が



02:32
（２７）

江戸風鈴下からPAN
        赤い絵の具には今度は、暑苦しい

        

02:35
（２８）

篠原氏BS
       と感じるようになってきたんです。



02:39
（２９）

風鈴（透明）下からPAN
ＮＡ
それまで夏に商売が出来ない金魚屋が、


夏の間の商売用として



02:44
（３０）

工房、風鈴（透明）の入ったかごを右からPAN
        売り歩いていた透明な風鈴。


その東ｍ、絵否風鈴へと急激な変革を迫られたのです。



02:51
（３１）

江戸風鈴

これを境に江戸風鈴の工房は次々に閉鎖していき、


今では篠原さんのところ１軒になってしまったのです。



02:59
（３２）

篠原氏作業風景

  （篠原氏＆釜）

しかし篠原さんは絵柄を変えつつも、


伝統のの江戸風鈴を守り続けることを選んできました。

03:02
（３３）

篠原氏作業風景 ＢＳ

  （宙吹き）


03:04
（３４）

篠原氏BS
篠原
うーん、まぁ私達、昔そのまんまの


その、えー作り方で作っておりまして


ただ、様子が変わったのは
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03:14
T  ズボンをはいて

T チョンマゲが無くなっただけで

T昔のままの作り方をしている

ズボンをはいてそして


ちょんまげがなくなっちゃったと、それだけで、


後は作り方は、そのまんまやっているわけです。



03:24
（３５）
工房の中

篠原儀治氏＆裕氏（後ろ姿）

釜

画面縮小・色調変換（セピア）
ＮＡ
昔ながらの風鈴作り。


風鈴作りは５代目の儀治さんと


６代目を継いだ息子さんの裕さんの２人１組で、


手際よくリズムよく行います。



03:36

03:37
（３６）

裕氏 作業風景

儀治氏ﾌﾚｰﾑｲﾝ

釜


03:38
（３７）

釜

まずは1350度の釜の中で溶けたガラスを、


ガラス管に巻き付け一度膨らまします。



03:44
（３８）

ちょいひきの釜→口玉追う→裕氏FF

これを口玉と言い、この口玉の大きさが最終的には、


風鈴の口の大きさになります。

        これを口玉と言い、この口玉の大きさが
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03:48
（３９）

裕氏BS

T 江戸風鈴職人（6代目）
   篠原裕さん（５１歳）


        最終的には、風鈴の口の大きさになります。

03:51
（４０）

口玉（より）


03:53
（４１）

裕氏BS

裕さんがこの口玉作りを担当し、


出来上がった口玉を



03:57

04:00
（４２）

２KS

裕氏ﾌﾚｰﾑｱｳﾄ

次々に吹き手の儀治さんに渡します。



04:01
（４３）

儀治氏→手元→釜PAN

吹き手は再度釜の中で溶けたガラスを上付けし、


一度軽く膨らまします。

04:06
（４４）

儀治氏KS→ひき


04:10
（４５）

儀治氏BS→口玉PAN


04:12
（４６）

儀治氏手元より



そしてこれに穴を開けます。

04:19


（４７）

口玉より（スロー）

冷やした後に穴を開けようとすると


ガラスが割れてしまうので、


この時点でひもを通す穴を秋に開けておくんです。



[image: image21.wmf]                                             

-1-

2001/11/5


04:28


（４８）

釜より

穴を開けた後

04:30

04:37
（４９）

儀治氏 KS→よりBS

また釜に入れて軽く溶かして…


一気に膨らまし完成！！



04:39
（５０）

儀治氏BS→手元より→口玉

この宙吹き作りが、


江戸時代から変わらず続く江戸風鈴の作り方です。


一見簡単そうに見えますが、
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04:46


（５１）

儀治氏BS

T 硅石を多く使い

  普通のガラス製品よりも硬い



江戸風鈴は他のガラス製品よりも、


高温が良く響くように硅石を多く使っているので、


固く膨らみにくいのです。

04:54
（５２）

手元より（カメラ左から）

箱の中に口玉



それを僅か５秒から６秒の間に、


風鈴が均一になるように

04:59
（５３）

手元より（カメラ右から）→ZI

箱の中に口玉



作業しなければなりません。


ガラスが冷めたところで口玉を落とし、


口の部分を整形します。
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05:07
（５４）

手元より

T 口はギザギザのままにし

   衝撃音と摩擦音の2つを出す

しかし口の部分は、


ギザギザのままにしておき、


衝撃音と摩擦音、２つの音が出るようにします。


これも江戸風鈴の特徴の一つです。



05:16
（５５）

絵付け作業FF→手元Z
ＮＡ
そして今度は絵付け。


風鈴の内側に絵があるのが江戸風鈴の特徴です。
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05:24

05:32
（５６）

手元フカン

手元ZI

T  ２つの染料を１つの筆につけ

     濃淡を一度に描いていく



絵付けは顔料を油で溶き、


ガラスに直接絵を描いていきます。


１つの筆に２つの色をつけて、


濃淡を一緒に描いていきます。
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05:34
（５７）

手元（風鈴）より

T  ２つの染料を１つの筆につけ

     濃淡を一度に描いていく




05:38
（５８）

手元（筆）より ZO→１FF

赤い風船は描いた絵が乾いた後に、


更に内側残体に赤を塗っていきます。
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05:46
（５９）

手元より

顔料が乾くのには丸１日かかるため、


伝統の赤い風船は作るのに２日間を要します。



05:57
（６０）

江戸風鈴下からPAN
ＮＡ
高音が響くように硅石を多く使い、


風鈴の口は２つの音が出るようにギザギザにしている。


そして内側に絵が描かれている。



06:07
（６１）

かごの中風鈴ZI

これが300年の歴史を持つ伝統の江戸風鈴。


この伝統の技を次の時代に、


残していくことは出来るのでしょうか？



06:14
（６２）

儀治氏BS

私の後には倅が今、51になるのがいるんですが、


そして、その後のまた孫が今、十何歳ですか…


それが、あー、じいちゃんの後を継ぐよなんていう、


話も出てきて、


ま、我々喜んでいる最中ですから


ま、そんなような関係で、


現在やっているわけです。
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06:37
（６３）

久奈さんBS

T  江戸風鈴職人（７代目立候補中）
   篠原久奈さん（１６歳）
ＮＡ
どうして継ごうと思ったのでしょう。

久奈
やっぱりそうですね、


小さい頃からずっとこの風鈴を作る

06:43
（６４）

儀治氏＆裕氏 ２FF

父と祖父の後ろ姿、ま、あまり前からは


釜に当たっちゃうんで見ないんですけど


後ろ姿をずっと見てきて



06:50
（６５）

久奈さんBS

吹くのをやらせてもらった時に


ものすごいやっぱり、難しく思ったんですよ。


それをあんなに簡単に



06:57
（６６）

儀治氏＆裕氏２BS

いかにも「簡単ですね」って言っている様に出来ている。


そのー、するのはものすごくカッコ良かったですねぇ。




07:03
（６７）

久奈さんBS



師匠もすぐ近くにいるし


じゃ、これは継がない方が損だろうと思いまして


やってみたいというのもありましたし


じゃ、継ごうと思いましたね。



07:15
（６８）

DIS

釜より ワイプ


ＮＡ
どうやら江戸風鈴を作る釜の灯は、
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07:20
（６９）

儀治氏＆裕氏 ２FF

次世代も消えることはなさそうです。



07:24
（７０）

ＤＶＥ
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07:25
（７１）

桐生川河原 ZI

T 群馬県桐生市


ＮＡ
群馬県桐生市。


桐生市の東側を流れる桐生川。


ここでも日本の夏を彩る伝統の技と出会えました。
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07:34
（７２）

桐生川 ３FF

T  友禅流し


ＮＡ
友禅流し。


かつては日本全土で流行した



07:40
（７３）

手元（友禅）

友禅染め。


友禅流しはその友禅染めの着物を作る行程のひとつで、



07:46
（７４）

川・友禅染めひき

反物の染料を川で洗い落とす手法として


各地で見られた光景です。



07:49
（７５）

友禅染めZ・PAN

しかし着物離れが進んだ今では、


京都、新潟でも見られなくなり、


定期的に見れるのは、


ここ桐生だけになってしまいました。



07:56
（７６）

友禅染めZO→岩崎氏ﾌﾚｰﾑｲﾝ

定期的に見れるのは、


ここ桐生だけになってしまいました。



08:03
（７７）

桐生川周辺風景

右→左PAN
ＮＡ
桐生は日本でも有数の機織りの町として有名で、


友禅染めの着物もたくさん作られてきました。



08:13
（７８）

ノコギリ屋根あおり

今でも市内には当時の名残の


ノコギリ屋根をした工場跡がたくさんあります。
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08:19

08:22
（７９）

反物（友禅）より

S→黒ZO･FO

T 16年前に最後の一軒が閉鎖



しかし16年前に最後の１軒が閉鎖し、


それと共に友禅流しの風景も消えてしまいました。
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08:28
（８０）

T ところが3年前…

青空あおりPAN桐生川３FF

ところが３年前、


桐生川に友禅流しが復活したのです。
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08:37
（８１）

岩崎氏BS

T 友禅流し保存会代表

   岩崎朝七さん(63歳)


岩崎氏
桐生といいますと、えー


「西の西陣」それから「東の桐生」というくらいの


織物の盛んな町でして、


それに伴って友禅の染めが栄えていたと…


えー、桐生中が旗の音がですね、どこ行ってもしまして


それから、川で流れている




08:59
（８２）

桐生川、友禅流し風景

岩崎氏Z

T  友禅流しをする岩崎さん

   （25年前）

友禅の叩く音、みずしぶき、


これが非常に良く桐生を象徴していた町ですね。



09:07
（８３）

岩崎氏TBS

でまぁ、昔やっていたその友禅流しを


どうしてもやってくれないかということで



09:15
（８４）

岩崎氏BS 手元PAN

市からの依頼ですね


これはまあ、あのー、観光用としてやっています。



09:20
（８５）

２FF PAN→３FF
ＮＡ
観光イベントとして友禅流しは大成功。夏の



09:27
（８６）

橋の上ZO

僅かな期間だけ行われる友禅流しを見ようと、



09:28
（８７）

観光客BS

県内外から3000人を超える人が、桐生を訪れるように




09:32


（８８）

川＆反物PAN２FF

なりました。


観光イベントになった友禅ですが、


形を変えて今でもここ桐生で生き続けていました。




09:40
（８９）

婚礼衣装正面

T 友禅染めで仕立てた婚礼衣装



婚礼衣装の打掛として。



09:45
（９０）

婚礼衣装 上からPAN

また五月人形や雛人形の着物として。



09:52

09:56
（９１）

工場内 上からPAN

画面縮小・色調変換（ブルー）



庶民の着る着物では無くなりましたが、


今でも昔と殆ど同じ製法で作られていました。

09:58
（９２）

絵師
ＮＡ
まず絵師が友禅の模様をデザインし、




10:02
（９３）

絵師手元フカン

それを元にして型紙を作ります。



10:06
（９４）

白い反物フカン・よりぎみ

そのデザインによって、白い反物を




10:09


（９５）

色付き反物①より

必要にあわせて下染めします。

10:10
（９６）

色付き反物②より




10:14
（９７）

白い反物 ZO

下染めが終わったここから、


反物に友禅染めを施していきます。



10:21
（９８）

手元・反物より フカン

染料と糊を混ぜ合わせたものを


型紙の上から万遍なく塗っていきます。



10:32
（９９）

手元・反物（型抜済）よりフカン

型抜きした染料が反物に



10:34
（１００）

１FF＆反物



模様を描きます。


その上に粉末材をまぶして、

10:37


（１０１）

手元より

縫った材料に輝きが出るように施します。

10:43


（１０２）

手元・反物より

この作業を職人さんが、通常は

10:47


（１０３）

手元・（別型紙）反物より

20枚から30枚の型紙を使って

10:49


（１０４）

（別型紙）反物より

使う色１色づつ反物に塗り重ねていきます。

10:53
（１０５）

（別型紙）反物より→ちょいひき



しかも染料が乾かないと


次の色を塗り重ねることが

10:57
（１０６）

（別型紙）反物ちょいひき→より

出来ない作業のために、ものによっては



11:00


（１０７）

（別型紙）反物ちょいひき

１ヵ月近くかかるものもあるそうです。

11:02


（１０８）
（別型紙）反物より


11:06
（１０９）

機会前方＆１ＦＦ→手元Ｚ



最後にこの機会に反物を通すと、


11:11
（１１０）

機会後方＆１ＦＦ→手元Ｚ

金で模様の縁どられて


華やかさが増した友禅が完成します。



11:19
（１１１）

（完成）反物①より


ＮＡ
１色づつ染料を塗り重ねて反物に模様をつける、

11:23


（１１２）

（完成）反物① 右→左ＰＡＮ



これが昔ながらの友禅染めの製法です。


友禅染めは今も昔の一つ一つが職人による



11:31


（１１３）

（完成）反物②

極めの細かい仕事で作られています。


手間暇はかかりますが、



11:36


（１１４）

（完成）反物②より

画面縮小・色調変換（ブルー）



どの反物も人の手の温もりが感じられる、


それが友禅染めの良さとも言えるかもしれません。

11:40
（１１５）
別Ｃｕｔ（完成）反物②より





11:43
（１１６）
昔の映像・桐生川ＰＡＮ

Ｔ 当時の友禅流しの様子
ＮＡ
当時の作業ではこの後、


桐生川で友禅流しが行われていました。


出来上がった反物を30分ほど川で流すと、


染料を塗り重ねていく時に使った糊が


反物の表面に浮いてきます。


それを反物ごと、



11:59
（１１７）
昔の映像・手元



川面を叩く様にして洗い落としていました。



12:05
（１１８）
昔の映像・１ＦF

しかし昭和40年以降、


工場内の機械化が進んだこと、



12:10
（１１９）
昔の映像・１ＦF＆反物ひき

職人さんたちの高齢化、


そして化学染料の進歩により、



12:15

12:19
（１２０）
昔の映像・反物より

今では川で洗い流す必要がなくなったそうです。


こうして友禅流しの光景は



12:21


（１２１）
昔の映像・反物ひき

桐生川から消えていきました。


12:25
（１２２）
岩崎氏ＴBＳ
岩崎氏
この染めっていうのは、まず


白生地に型を乗せまして柄を付ける、


そして蒸し、水流する。


それをまぁ、川で洗うというのが


ほんとの最大のいい着物が出来るんですけれども



12:42
（１２３）
岩崎氏ＢＳ

今では、あー、工場の中でプールを使いまして


いわゆるブラッシングという機械で


洗うということになっていますね。



12:51
（１２４）
川ぬき
ＮＡ
しかし岩崎さんは、


友禅流しの持つ役割を語ってくれました。



12:56
（１２５）
岩崎氏BＳ
岩崎氏
まずねこの、天気がいいですね。


自然に乾かす、自然の水でえー洗うということが




13:03
（１２６）
反物あおりＰＡＮ

色の具合も重みも出るし、鮮明さ、それからしまるし、




１３：０９
（１２７）
岩崎氏ＢＳ

ましてお嫁さんに使う


打掛なんていうのは、特にえー


色鮮やかにえー、出ますので非常に良いですね。



13:18
（１２８）
岩崎氏足元からＰＡＮ→ＢＳ
ＮＡ
この友禅流しを残していくことは


出来るのでしょうか？



13:25
（１２９）
岩崎氏ＢＳ
岩崎
えー、私ももうね、若くはないので




13:29

13:33
（１３０）
3人→２人ＺＩ

Ｔ 友禅流し保存会

   中島照雄さん(62歳)



当然、倅の仲間えー、その中からあの


友禅という物を教えることはもうもちろんですが



13:38
（１３１）
岩崎氏BＳ

あのぉ、友禅の伝統もですね


さながらやっていきたいなぁと思っています。はい。





13:43
（１３２）
朝嗣氏足元からＰＡＮ→ＢＳ

Ｔ （株）友禅丸菱社長

   岩崎朝嗣さん(41歳)


ＮＡ
３年前に始めて友禅流しを体験した朝嗣さんは、


この友禅流しをどう感じたのでしょうか？




13:52
（１３３）
朝嗣氏ＢＳ

Ｔ （株）友禅丸菱社長

   岩崎朝嗣さん(41歳)


朝嗣氏
ま、実際やってみてですね、えー、ま、私ある種の


感動みたいなものを受けました。


まー、物作りへの原点といいますか


美しさへのこだわりみたいなものを


肌身でえー感じることができて


えー、やってみてほんとに良かったと思っています。




14:09
（１３４）
３ＦＦ（岩崎氏＆子供2人）



えーまぁ、実際にやる中であのー、子供さん達がえー



14:15
（１３５）
女の子ＴBＳ

実体験で何人もの方々がやられているのを


まぁ私自身も



14:18
（１３６）
男の子ＫＳ

一緒に、えー、やって


ほんとに喜んでいる姿をこう見ますと



えーやっぱこれは、えー何ていいますかね



14:25
（１３７）
男の子ＴBＳ

後世といいますか、えーしっかり残していかなくては




14:29
（１３８）
朝嗣氏ＢＳ

ならない、文化的な内容もあるのではないかと


いう風に感じ取りますので、ま、ぜひね


えー来年再来年としっかりこの技法を残していきたいな


という風に考えております。



14:42
（１３９）
桐生川 桐生流しの風景

３ＦＦ・ＺＩ


ＮＡ
岩崎さんは「観光用のイベントです」

14:48
（１４０）
２女の子ＢＳ・ＰＡＮ



と言っていましたが、


桐生川に友禅流しが復活したことで、





14:54
（１４１）
女の子ＦＦ→

ＺＯ（桐生流しの風景）

友禅流しを知らない世代の子供たちが、


その様子、そして歴史に触れることが


出来るようになりました。



15:00

15:09
（１４２）
青空 ＦＩ マルチ画面

マルチ画面 ＦＯ
ＮＡ
日本の夏を彩る伝統の技。


これを次の時代に残すために必要なものは、


その姿を見せるだけでいいのかもしれません。



15:11

15:13


（１４３）
２ＫＳ ＦＩ（儀治氏＆裕氏）

エンドロール



何も語らずとも、


その姿に全てが含まれているような気がして




15:16
（１４４）
江戸風鈴ＦＩ

なりません。



15:21


（１４５）
３ＦＦ・ＦＩ（桐生川 桐生流しの風景）


15:27
（１４６）
桐生川ひき・ＦＩ





� eq \o\ad(T＝,　　　　)�テロップ


� eq \o\ad(KS＝,　　　　)�ニーショット（膝から上のショット）


� eq \o\ad(BS＝,　　　　)�バストショット（胸から上のショット）


� eq \o\ad(TBS＝,　　　　)�タイトバストショット（BSより、もう少し寄ったショット）


� eq \o\ad(FS＝,　　　　)�フルショット（人物全身のショット）


� eq \o\ad(Z.O＝,　　　　)�ズームアウト


� eq \o\ad(Z.I＝,　　　　)�ズームイン


� eq \o\ad(FF＝,　　　　)�フルフレーム（天地が少し空き、足から頭まで全て入っているショット）


� eq \o\ad(DIS＝,　　　　)�ディゾルブ　（オーバーラップ）


� eq \o\ad(DVE＝,　　　　)�デジタルビデオエフェクト


� eq \o\ad(F.O＝,　　　　)�フェードアウト


� eq \o\ad(F.I＝,　　　　)�フェードイン
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